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ふたつのなでしこ
その原点
〜常盤木学園をたずねて〜

2011 年の東六万燈会

P4……東六地区音楽会
　　　　宮町こんこんコンサート

P6……お宮町を、子どもたちが育てた花でいっぱいに！
　　　　「お宮町フラワー・イノベーション」始動

P5……第５回
　　　　お宮町なるほどツアー

P7……教えて浄圓房さん／東六地区連合町内会長　あいさつ

P8……学校情報／第 61 回東六夏まつり



常
盤
木
学
園3 2

ふ
た
つ
の
な
で
し
こそ

の
原
点

　
軟
式
テ
ニ
ス
で
活
躍
し
た
原
さ
ん
は

　
　 

シ
ャ
ラ
ポ
ワ
な
ら
ぬ
『
ハ
ラ
ポ
ワ
』

　
5
月
の
下
旬
、
ミ
ス
ユ
ニ
バ
ー
ス
日
本
代
表
　

原
綾
子
さ
ん
の
登
場
に
、
常
盤
木
学
園
の
講
堂
は

華
や
か
な
オ
ー
ラ
に
包
ま
れ
て
い
た
。
世
界
大
会

決
戦
へ
向
け
、
話
術
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向
上
を
図
る
た
め
、原
さ
ん
は
母
校
を
訪
ね
、

後
輩
を
前
に
ス
ピ
ー
チ
し
、
松
良
校
長
と
対
談
を

行
っ
た
。

　
常
盤
木
学
園
在
学
中
は
、
軟
式
テ
ニ
ス
の
選

手
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
た
原
さ
ん
。

１
７
０
㎝
の
痩
身
と
そ
の
力
強
い
プ
レ
ー
ス
タ
イ

ル
か
ら
、
高
校
テ
ニ
ス
界
で
は
、
シ
ャ
ラ
ポ
ワ
な

ら
ぬ
『
ハ
ラ
ポ
ワ
』
と
呼
ば
れ
、
当
時
知
る
人
ぞ

知
る
存
在
だ
っ
た
と
い
う
。

　
対
談
の
中
で
原
さ
ん
の
「
テ
ニ
ス
の
練
習
は
大

変
き
つ
い
も
の
で
し
た
が
、
ミ
ス
ユ
ニ
バ
ー
ス
全

国
大
会
前
に
最
終
候
補
者
24
人
で
行
わ
れ
た
２
週

間
の
合
宿
も
厳
し
か
っ
た
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
立
ち
居
振
る
舞
い
の
レ
ッ
ス
ン
を
重
ね
、
日
本

文
化
の
知
識
や
教
養
を
高
め
る
た
め
勉
強
し
ま
し

た
。
日
本
を
代
表
す
る
本
物
の
美
し
さ
を
求
め
努

力
し
ま
し
た
」
と
い
う
話
が
印
象
的
だ
っ
た
と
、

松
良
校
長
は
語
っ
た
。

　
今
を
と
き
め
く
サ
ッ
カ
ー
部
、

　
　
創
部
当
時
は
部
員
5
、
6
人
…

　
昨
年
夏
、
東
日
本
大
震
災
で
疲
弊
し
た
日
本
国

民
を
鼓
舞
し
た
の
は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
女
子

サ
ッ
カ
ー
に
お
け
る
日
本
代
表
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ

ン
の
活
躍
だ
っ
た
。
常
磐
木
学
園
サ
ッ
カ
ー
部
出

身
の
熊
谷
選
手
や
鮫
島
選
手
は
、
そ
の
な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
の
中
心
選
手
で
あ
る
。
今
春
、
高
校
卒

業
直
後
に
全
日
本
に
召
集
さ
れ
た
京
川
舞
選
手

や
、
多
く
の
有
力
な
選
手
を
輩
出
し
、
高
校
な
が

ら
日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
に
所
属
す
る
常
盤

木
学
園
サ
ッ
カ
ー
部
の
実
力
は
、
サ
ッ
カ
ー
関
係

者
な
ら
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
サ
ッ
カ
ー
部
に
つ
い
て
松
良
校
長
は

「
１
９
９
５
年
に
部
員
数
た
っ
た
５
、６
人
の
同
好

会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
練
習
場
も
無
く
人
数
が

足
り
ず
、
練
習
試
合
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
で
し

た
。
当
時
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
は
聖
和
学
園
の
独
壇

場
で
、
宮
城
を
征
す
る
こ
と
は
全
国
を
征
す
る
に

等
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
初
め
て
全
国
大

会
に
出
場
し
た
の
は
、
よ
う
や
く
専
用
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
整
備
で
き
た
１
９
９
９
年
で
し
た
。
未
だ
に

聖
和
学
園
に
は
０
対
14
で
負
け
る
状
態
で
し
た

が
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
な
く
、
サ
ッ
カ
ー
協
会

主
催
の
高
校
選
手
権
だ
っ
た
た
め
、
県
の
所
属
に

関
わ
ら
ず
、
東
北
の
上
位
３
校
が
全
校
大
会
へ
出

場
で
き
た
の
で
す
。
聖
和
学
園
を
破
っ
た
の
は
そ

れ
か
ら
3
年
後
の
２
０
０
２
年
で
、
イ
コ
ー
ル
全

国
優
勝
で
し
た
。
そ
の
後
、
優
勝
常
連
校
と
な
っ

た
の
で
す
。
決
し
て
、
初
め
か
ら
恵
ま
れ
た
環
境

の
下
で
今
の
『
な
で
し
こ
』
達
が
育
ま
れ
た
訳
で

は
な
い
の
で
す
」
と
強
調
し
た
。

　「
こ
れ
か
ら
先
を
論
じ
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
切
で
す
！
」

　
先
の
高
校
総
体
で
常
盤
木
学
園
は
、
多
く
の

強
豪
校
を
お
さ
え
て
陸
上
競
技
や
硬
式
テ
ニ
ス
、

サ
ッ
カ
ー
、
そ
し
て
35
年
連
続
で
器
械
体
操
が
優

勝
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の

活
躍
も
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、「
常

盤
木
と
言
え
ば
音
楽
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
有
名
な

音
楽
科
は
、
国
立
の
東
京
芸
術
大
学
に
毎
年
の
よ

う
に
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
る
名
門
で
も
あ
る
。

　
勉
学
も
ス
ポ
ー
ツ
も
「
私
が
提
唱
す
る
の
は
未

来
形
で
肯
定
形
」
と
、
松
良
校
長
は
語
る
。「
終

わ
っ
た
プ
レ
ー
を
非
難
す
る
こ
と
は
過
去
形
で
否

定
形
。
こ
れ
か
ら
先
ど
う
プ
レ
ー
し
た
い
か
を
論

じ
る
こ
と
が
大
切
で
す
！
」
と
語
る
。

　
常
盤
木
学
園
で
は
、
た
と
え
ス
ポ
ー
ツ
特
待
生

で
あ
っ
て
も
、
全
て
の
授
業
を
き
ち
ん
と
受
け
る

こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
部
活
の
厳
し
い
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
授
業
の
両
立
。
そ
う
い
う
厳
し
さ

を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
、
原
さ
ん
は
現
在
、
ミ
ス

ユ
ニ
バ
ー
ス
の
厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
耐
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
。

　
高
校
時
代
の
き
つ
か
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
懐

か
し
み
、
ま
た
愛
お
し
み
な
が
ら
母
校
を
訪
ね
、

世
界
大
会
決
戦
へ
向
け
て
自
ら
を
鼓
舞
し
た
原
さ

ん
の
姿
と
、
ス
ポ
ー
ツ
に
音
楽
に
情
熱
を
傾
け
る

今
の
生
徒
た
ち
の
姿
が
重
な
っ
て
見
え
る
よ
う
だ
。

　
常
盤
木
学
園
と
言
う
大
き
な
木
の
下
に
集
い
、

自
ら
が
持
つ
目
標
へ
向
か
っ
て
ま
い
進
す
る
生
徒

た
ち
が
、
高
校
時
代
に
体
感
し
た
「
未
来
形
で
肯

定
形
」、
自
ら
が
定
め
た
目
標
へ
向
か
っ
て
考
え

行
動
す
る
こ
と
は
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
大
き
な

力
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
と
「
や
ま
と
な
で
し

こ
」、 

ふ
た
つ
の
な
で
し
こ
を
育
ん
だ
常
盤
木
学

園
が
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
花
を
咲
か
せ
る

か
、
期
待
し
て
見
守
り
た
い
。

2
0
1
2
年
8
月
、ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
。
そ
し
て
12
月
、ミ
ス
ユ
ニ
バ
ー

ス
世
界
大
会
。
こ
の
二
つ
の
大
き
な
世
界
の
舞
台
に
立
つ
日
本
人
の
中
に
あ
っ
て
、

ひ
と
き
わ
大
き
な
話
題
と
な
る
人
達
が
い
る
。

女
子
サ
ッ
カ
ー
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
熊
谷
紗
希
選
手
と
鮫
島
彩
選
手
。
そ
し
て
、

ミ
ス
ユ
ニ
バ
ー
ス
日
本
代
表
の
原
綾
子
さ
ん
だ
。

3
人
の
出
身
校
で
あ
る
常
盤
木
学
園
高
校
の
松
良
千
廣
校
長
を
訪
ね
、
そ
の
原
点
に

つ
い
て
お
聞
き
し
た
。

松良　千廣（まつら　ちひろ）

学校法人常盤木学園理事長・常盤木学園高等学校校長。
1973 年シティバンク入社。1985 年常盤木学園に転職。

「学校は未来の幸せを売るサービス業」「教育の目的は自
立」と学校改革、教師の意識改革に努め、保護者と生徒
の声を聞くために校長ポスト（目安箱）を設置し、教師
のスキルアップに役立てる。「パフォーマンス」の授業
を必修にして生徒のコミュニケーション能力の育成に努
める。宮城県私立中学高等学校連合会会長。
平成 23 年度　藍綬褒章受賞

2012 ミスユニバース・ジャパン
原　綾子（はら あやこ）

1988 年 3 月 24 日生まれ　宮城県仙台市出身
 ミスユニバースの 2012 年度日本代表
小学校時代には器械体操、中高では軟式テニスに
勤しみ宮城県大会で常にベスト 4 に入った実力
でインターハイに出場　常盤木学園高等学校で同
級生にはサッカー女子日本代表『なでしこジャパ
ン』の一員にあたる鮫島彩がいる

常盤木学園高等学校　学校法人常盤木学園
□理念　自由と芸術　□設立年月日　1928 年（昭和 3年）　□共学・別学　女子（普通科）　男女共学（音楽科のみ）
□所在地　〒 980-0003　宮城県仙台市青葉区小田原四丁目 3番 20 号

　▲
◀ 常盤木学園サッカー部の試合の様子

▲ 2012 年ミスユニバース日本代表に選ばれ
　微笑む原さん
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唱
す
る
の
は
未

来
形
で
肯
定
形
」
と
、
松
良
校
長
は
語
る
。「
終

わ
っ
た
プ
レ
ー
を
非
難
す
る
こ
と
は
過
去
形
で
否

定
形
。
こ
れ
か
ら
先
ど
う
プ
レ
ー
し
た
い
か
を
論

じ
る
こ
と
が
大
切
で
す
！
」
と
語
る
。

　
常
盤
木
学
園
で
は
、
た
と
え
ス
ポ
ー
ツ
特
待
生

で
あ
っ
て
も
、
全
て
の
授
業
を
き
ち
ん
と
受
け
る

こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
部
活
の
厳
し
い
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
授
業
の
両
立
。
そ
う
い
う
厳
し
さ

を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
、
原
さ
ん
は
現
在
、
ミ
ス

ユ
ニ
バ
ー
ス
の
厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
耐
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
。

　
高
校
時
代
の
き
つ
か
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
懐

か
し
み
、
ま
た
愛
お
し
み
な
が
ら
母
校
を
訪
ね
、

世
界
大
会
決
戦
へ
向
け
て
自
ら
を
鼓
舞
し
た
原
さ

ん
の
姿
と
、
ス
ポ
ー
ツ
に
音
楽
に
情
熱
を
傾
け
る

今
の
生
徒
た
ち
の
姿
が
重
な
っ
て
見
え
る
よ
う
だ
。

　
常
盤
木
学
園
と
言
う
大
き
な
木
の
下
に
集
い
、

自
ら
が
持
つ
目
標
へ
向
か
っ
て
ま
い
進
す
る
生
徒

た
ち
が
、
高
校
時
代
に
体
感
し
た
「
未
来
形
で
肯

定
形
」、
自
ら
が
定
め
た
目
標
へ
向
か
っ
て
考
え

行
動
す
る
こ
と
は
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
大
き
な

力
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
と
「
や
ま
と
な
で
し

こ
」、 

ふ
た
つ
の
な
で
し
こ
を
育
ん
だ
常
盤
木
学

園
が
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
花
を
咲
か
せ
る

か
、
期
待
し
て
見
守
り
た
い
。

2
0
1
2
年
8
月
、ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
。
そ
し
て
12
月
、ミ
ス
ユ
ニ
バ
ー

ス
世
界
大
会
。
こ
の
二
つ
の
大
き
な
世
界
の
舞
台
に
立
つ
日
本
人
の
中
に
あ
っ
て
、

ひ
と
き
わ
大
き
な
話
題
と
な
る
人
達
が
い
る
。

女
子
サ
ッ
カ
ー
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
熊
谷
紗
希
選
手
と
鮫
島
彩
選
手
。
そ
し
て
、

ミ
ス
ユ
ニ
バ
ー
ス
日
本
代
表
の
原
綾
子
さ
ん
だ
。

3
人
の
出
身
校
で
あ
る
常
盤
木
学
園
高
校
の
松
良
千
廣
校
長
を
訪
ね
、
そ
の
原
点
に

つ
い
て
お
聞
き
し
た
。

松良　千廣（まつら　ちひろ）

学校法人常盤木学園理事長・常盤木学園高等学校校長。
1973 年シティバンク入社。1985 年常盤木学園に転職。

「学校は未来の幸せを売るサービス業」「教育の目的は自
立」と学校改革、教師の意識改革に努め、保護者と生徒
の声を聞くために校長ポスト（目安箱）を設置し、教師
のスキルアップに役立てる。「パフォーマンス」の授業
を必修にして生徒のコミュニケーション能力の育成に努
める。宮城県私立中学高等学校連合会会長。
平成 23 年度　藍綬褒章受賞

2012 ミスユニバース・ジャパン
原　綾子（はら あやこ）

1988 年 3 月 24 日生まれ　宮城県仙台市出身
 ミスユニバースの 2012 年度日本代表
小学校時代には器械体操、中高では軟式テニスに
勤しみ宮城県大会で常にベスト 4 に入った実力
でインターハイに出場　常盤木学園高等学校で同
級生にはサッカー女子日本代表『なでしこジャパ
ン』の一員にあたる鮫島彩がいる

常盤木学園高等学校　学校法人常盤木学園
□理念　自由と芸術　□設立年月日　1928 年（昭和 3年）　□共学・別学　女子（普通科）　男女共学（音楽科のみ）
□所在地　〒 980-0003　宮城県仙台市青葉区小田原四丁目 3番 20 号

　▲
◀ 常盤木学園サッカー部の試合の様子

▲ 2012 年ミスユニバース日本代表に選ばれ
　微笑む原さん
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【練習風景】見た目と音のギャップから、
“ ちーむ ぎゃっぱーず ” と命名しました！

5

肉食系女子に人気の
韓国家庭料理　百済（くだら）
　「韓国家庭料理　百済」は、大韓民国総領事館員だったご主人が奥様と始めた
店だ。奥様が作るオモニの味は、男性客のみならず肉食系女子の胃袋をつかみ、
開業 18 年にして「百済」と仙台駅東口「扶餘（ぷよ）」の２店を経営するに至っ
ている。特筆すべきは、奥様やお嫁さんがスリムで美人なこと。（嘘だと思った
らお店で確かめて！）美しさの秘密はキムチやナムルにあるらしい。（食材の野
菜は、ご主人の自家栽培）
　K-POP サウンドを聞きながら、息子さんにばら肉を焼いてもらう。硯に似た
石板から肉や野菜が焼けるいい匂いが立ち上り、壁に貼られた K-POP スターの
ポスターが目を楽しませる。特製のタレで食べる肉の旨みはまた格別。五感で韓
国を楽しむことができる店だ。

お客様の笑顔あふれる
おしゃれのうらいし
　ファッションの店「うらいし」の開店は、昭和 39 年。
当時はオーダーメイドの洋裁店（連続テレビ小説「カーネー
ション」みたいに）だったという。既製服の販売だけとなっ
た今も、接客に時間をかけ、その人に似合う服を提供する
姿勢は変わらない。様々な種類の婦人服の他、紳士物の下
着も並ぶ豊富な品揃えや、サイズ等のお直しに即対応する
ことからも、お客様を大切にしていることがうかがえる。
　また、お客様がくつろげるコーナーがあり、おしゃれな
お母様達のサロンとなっている。

酒を肴に会話がはずむ
BONSOIR（ボンソワール）
　開店して 11 周年を迎えるボンソワールは、お酒と会話と歌を楽しむ大人の社
交場だ。ちょっとレトロな内装が、どこか懐かしい雰囲気を醸し出している。大
手化粧品会社の美容部員という経歴を持つママだから、お客様への細やかな気配
りは欠かさない。女性の常連客がいるのもうなずける。客層は 30 代から 40 代で、
地元の人よりタクシーで来る客の方が多いという。ママの飾らない人柄もあって、
客同士の会話がはずみ、異業種交流へと発展するなど、お店が人脈作りに一役買っ
ているようだ。

お客様の笑顔あふれる
おしゃれのうらいし
　ファッションの店「うらいし」の開店は、昭和 39 年。
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　また、お客様がくつろげるコーナーがあり、おしゃれな
お母様達のサロンとなっている。
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　「韓国家庭料理　百済」は、大韓民国総領事館員だったご主人が奥様と始めた
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開業 18 年にして「百済」と仙台駅東口「扶餘（ぷよ）」の２店を経営するに至っ
ている。特筆すべきは、奥様やお嫁さんがスリムで美人なこと。（嘘だと思った

菜は、ご主人の自家栽培）
　K-POP サウンドを聞きながら、息子さんにばら肉を焼いてもらう。硯に似た
石板から肉や野菜が焼けるいい匂いが立ち上り、壁に貼られた K-POP スターの
ポスターが目を楽しませる。特製のタレで食べる肉の旨みはまた格別。五感で韓

酒を肴に会話がはずむ
BONSOIR（ボンソワール）
　開店して 11 周年を迎えるボンソワールは、お酒と会話と歌を楽しむ大人の社
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客同士の会話がはずみ、異業種交流へと発展するなど、お店が人脈作りに一役買っ
ているようだ。

　本
場
の
異
国
料
理
を
味
わ
え
る

店
が
軒
を
連
ね
、
買
い
物
を
す
る

外
国
人
を
よ
く
見
か
け
る
こ
と
か

ら
「
国
際
通
り
」
と
編
集
部
が
勝

手
に
名
付
け
た
通
り
を
歩
く
今
回

の
ツ
ア
ー
。
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い

３
店
を
訪
問
し
、
人
気
の
秘
密
を

探
る
と
と
も
に
異
文
化
と
の
出
会

い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

次回の
ご案内

東六番丁小学校

至常盤木学園高校国際通り

ツルハドラッグ

至 国道 45 号線

至 東照宮

● BONSOIR

七十七銀行

うらいし● ●百済

日時：７月 29 日（日）午後３時　　集合場所：七十七銀行宮町支店前
参加費：お一人様　1,500 円　　　　定員：６名
ツアー内容：旅館 千登勢屋　　スガ焙煎珈琲豆屋　　友寿司
お申し込み：青葉区まちづくり推進課（022-225-7211）まで

読者の皆様！編集委員と一緒に、宮町界隈
を散策しませんか。宮町の歴史をひもとき、
宮町の人や味に触れる楽しいツアーです。

車椅子を無料
で貸し出しま

す。

気軽に申し込
んでください

。

「038プレス
を見た」で

韓国の海苔サ
ービス！

※７月末日
まで有効

「038プレスを見た」で

ハイボール１杯サービス！
※７月末日まで有効

読者
サービス

読者
サービス

（ ）

住所：小田原６丁目 1-28　TEL：022-215-5444　
営業時間：17 時～ 23 時　 定休日：日曜日

住所：宮町２丁目 3-31　TEL：022-225-4521　
営業時間 :10 時～ 19 時　　定休日 : 第３日曜日

住所：宮町２丁目２-17　 TEL：022-265-6731　 営業時間：20 時～ 25 時　 定休日 ：不定休
●夏メニュー　セット料金 2,100 円

テーマ：「宮町～新しいつながり～」

東六地区に、新しい音楽イベントが誕生

宮町こんこんコンサート
東六地区音楽祭 

　『東六小の桜と音楽を愛でる会』に出演した音
楽家たちが立ち上げた、
地域ゆかりの音楽家による地域住民のための地域
クラシックコンサートです。

　「クラシックは敷居が高い」と思われがちですが、耳慣
れた有名曲の演奏をメインに、プログラムに関する豆知識
なども織り交ぜながら構成しますので、気軽にお楽しみい
ただけます。お子様連れも大歓迎です。
　記念すべき第一回のテーマは「宮町～新しいつながり～」
です。地域の核である小学校で、生演奏を楽しむという共
通の経験を通して、従来からお住まいの方はもちろんのこ
と、東日本大震災後に新しく住民になられた方々との新た
な交流が生まれることを期待しています。
　当日、会場には東六地区紹介コーナーを設ける予定です。
防災防犯への取り組みはもちろんのこと、四季折々の風景

やお祭りの様子、地域内の特色
ある活動などをパネルで展示し
ます。参加型の『ここがおすす
め！！宮町マップ』や演奏終了
後の交流スペース『宮町茶屋』
なども企画中です。
　お誘い合わせて是非ご来場く
ださい。

入場無料
13:30 開場　
14:00~16:00
仙台市立東六番丁小学校 体育館
主催：お！宮町地域情報編集局（東六地区連合町内会）

　　　東六地区音楽祭実行委員会

　今回のプログラムには、皆さんが聴いた
ことのある作品を多く取り入れました。

今年はフランスの作曲家、クロード・ド
ビュッシーの生誕 150 年の記念の年で
もありますので、彼の作品もいくつか選
曲しています。

美しいけれど不思議に響く
ドビュッシーの音楽

　他にも「浜辺の歌」などの子どもの頃
に歌った懐かしい曲や、どこか聴いた
ことのあるオペラのアリア、フルート 3
本のアンサンブル曲など、色とりどりの
内容で準備を進めています。
　演奏する曲が作曲された背景やその作
曲家のエピソード、楽器の仕組みのお話
なども併せて紹介していきたいと思いま
すので、今までとは違った視点で演奏を
楽しんでいただければうれしいです。

　 Special Guest　芦澤 暁男　フルート
台原小学校時代は仙台少年少女合唱隊に在籍。小６
からフルートを始める。東京音楽大学を卒業後、読
売日本交響楽団の小泉剛氏に師事。1990 年仙台フィ
ルに入団。常盤木学園高等学校音楽科非常勤講師な
ども務める。1963 年神奈川県鎌倉市生まれ。

　  仙台市立東六番丁小学校スクールバンド有志
　
　 ちーむ ぎゃっぱーず
　 内出 京子　フルート　元東六小保護者
　 太田 和美　フルート　東六小在校生保護者
　 針生 奏子　ピアノ　東六小卒業生
　 鳴海 友美　声楽　実家が東六学区内

フ
ル
ー
ト
は
リ
コ
ー
ダ
ー
か

ら
生
ま
れ
た
！

　み
な
さ
ん
は

小
学
校
の
音

楽
の
時
間
に
リ

コ
ー
ダ
ー
で
合

奏
し
た
り
し
ま

し
た
よ
ね
？

　

　リ
コ
ー
ダ
ー

は
と
て
も
古
く
か
ら
あ
る
楽
器

で
、
今
か
ら
4
0
0
年
ほ
ど
昔

の
バ
ロ
ッ
ク
時
代
に
は
ほ
ぼ
現
在

の
形
に
な
り
「
フ
ラ
ウ
ト
・
ド

ル
チ
ェ
」（
伊
）
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
単
に
「
フ
ラ
ウ
ト
（
フ

ル
ー
ト
）」
と
い
う
と
、
当
時
は

リ
コ
ー
ダ
ー
の
事
を
指
し
た
の
で

す
。 

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
が

「
フ
ラ
ウ
ト
・
ト
ラ
ヴ
ェ
ル
ソ
」。

ト
ラ
ヴ
ェ
ル
ソ
と
は
イ
タ
リ
ア
語

で
「
横
向
き
の
」
と
い
う
意
味
で
、

こ
れ
が
現
在
の
フ
ル
ー
ト
の
形
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
笛
の
主
流
は
横
向
き

の
フ
ル
ー
ト
へ
と
代
わ
っ
て
、
リ

コ
ー
ダ
ー
は
衰
退
し
て
い
っ
て
し

ま
う
わ
け
で
す
が
、
20
世
紀
の
は

じ
め
に
古
楽
器
の
復
興
と
い
う
こ

と
で
イ
ギ
リ
ス
に
て
復
元
さ
れ
ま

し
た
。
割
と
易
し
く
音
を
出
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
ド
イ
ツ
や
日

本
で
は
教
育
用
の
楽
器
と
し
て
広

す
ぎ
る
ま
で
に
普
及
し
て
い
ま
す

が
、
深
い
歴
史
を
持
っ
た
素
晴
ら

し
い
楽
器
な
の
で
す
。

　J
・
S
バ
ッ
ハ
の
フ
ル
ー
ト
ソ

ナ
タ
な
ど
、
フ
ル
ー
ト
の
曲
を
リ

コ
ー
ダ
ー
で
演
奏
し
て
い
る
Ｃ
Ｄ

な
ど
も
発
売
さ
れ
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
聴
い
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
！

Message from Gappers

Sun

9
23

Music column

演奏家のみなさんからメッセージが
届きました♪

音
楽
コ
ラ
ム

混々 ( こんこん )：混んで賑わう
根々 ( こんこん )：地域に根差した
come come（こんこん )：たくさんの方に来てほしい

〈青葉区被災者交流活動助成事業〉
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石板から肉や野菜が焼けるいい匂いが立ち上り、壁に貼られた K-POP スターの
ポスターが目を楽しませる。特製のタレで食べる肉の旨みはまた格別。五感で韓
国を楽しむことができる店だ。

お客様の笑顔あふれる
おしゃれのうらいし
　ファッションの店「うらいし」の開店は、昭和 39 年。
当時はオーダーメイドの洋裁店（連続テレビ小説「カーネー
ション」みたいに）だったという。既製服の販売だけとなっ
た今も、接客に時間をかけ、その人に似合う服を提供する
姿勢は変わらない。様々な種類の婦人服の他、紳士物の下
着も並ぶ豊富な品揃えや、サイズ等のお直しに即対応する
ことからも、お客様を大切にしていることがうかがえる。
　また、お客様がくつろげるコーナーがあり、おしゃれな
お母様達のサロンとなっている。

酒を肴に会話がはずむ
BONSOIR（ボンソワール）
　開店して 11 周年を迎えるボンソワールは、お酒と会話と歌を楽しむ大人の社
交場だ。ちょっとレトロな内装が、どこか懐かしい雰囲気を醸し出している。大
手化粧品会社の美容部員という経歴を持つママだから、お客様への細やかな気配
りは欠かさない。女性の常連客がいるのもうなずける。客層は 30 代から 40 代で、
地元の人よりタクシーで来る客の方が多いという。ママの飾らない人柄もあって、
客同士の会話がはずみ、異業種交流へと発展するなど、お店が人脈作りに一役買っ
ているようだ。

お客様の笑顔あふれる
おしゃれのうらいし
　ファッションの店「うらいし」の開店は、昭和 39 年。
当時はオーダーメイドの洋裁店（連続テレビ小説「カーネー
ション」みたいに）だったという。既製服の販売だけとなっ
た今も、接客に時間をかけ、その人に似合う服を提供する
姿勢は変わらない。様々な種類の婦人服の他、紳士物の下
着も並ぶ豊富な品揃えや、サイズ等のお直しに即対応する

　また、お客様がくつろげるコーナーがあり、おしゃれな
お母様達のサロンとなっている。

肉食系女子に人気の
韓国家庭料理　百済（くだら）
　「韓国家庭料理　百済」は、大韓民国総領事館員だったご主人が奥様と始めた
店だ。奥様が作るオモニの味は、男性客のみならず肉食系女子の胃袋をつかみ、
開業 18 年にして「百済」と仙台駅東口「扶餘（ぷよ）」の２店を経営するに至っ
ている。特筆すべきは、奥様やお嫁さんがスリムで美人なこと。（嘘だと思った

菜は、ご主人の自家栽培）
　K-POP サウンドを聞きながら、息子さんにばら肉を焼いてもらう。硯に似た
石板から肉や野菜が焼けるいい匂いが立ち上り、壁に貼られた K-POP スターの
ポスターが目を楽しませる。特製のタレで食べる肉の旨みはまた格別。五感で韓

酒を肴に会話がはずむ
BONSOIR（ボンソワール）
　開店して 11 周年を迎えるボンソワールは、お酒と会話と歌を楽しむ大人の社
交場だ。ちょっとレトロな内装が、どこか懐かしい雰囲気を醸し出している。大
手化粧品会社の美容部員という経歴を持つママだから、お客様への細やかな気配

地元の人よりタクシーで来る客の方が多いという。ママの飾らない人柄もあって、
客同士の会話がはずみ、異業種交流へと発展するなど、お店が人脈作りに一役買っ
ているようだ。

　本
場
の
異
国
料
理
を
味
わ
え
る

店
が
軒
を
連
ね
、
買
い
物
を
す
る

外
国
人
を
よ
く
見
か
け
る
こ
と
か

ら
「
国
際
通
り
」
と
編
集
部
が
勝

手
に
名
付
け
た
通
り
を
歩
く
今
回

の
ツ
ア
ー
。
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い

３
店
を
訪
問
し
、
人
気
の
秘
密
を

探
る
と
と
も
に
異
文
化
と
の
出
会

い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

次回の
ご案内

東六番丁小学校

至常盤木学園高校国際通り

ツルハドラッグ

至 国道 45 号線

至 東照宮

● BONSOIR

七十七銀行

うらいし● ●百済

日時：７月 29 日（日）午後３時　　集合場所：七十七銀行宮町支店前
参加費：お一人様　1,500 円　　　　定員：６名
ツアー内容：旅館 千登勢屋　　スガ焙煎珈琲豆屋　　友寿司
お申し込み：青葉区まちづくり推進課（022-225-7211）まで

読者の皆様！編集委員と一緒に、宮町界隈
を散策しませんか。宮町の歴史をひもとき、
宮町の人や味に触れる楽しいツアーです。

車椅子を無料
で貸し出しま

す。

気軽に申し込
んでください

。

「038プレス
を見た」で

韓国の海苔サ
ービス！

※７月末日
まで有効

「038プレスを見た」で

ハイボール１杯サービス！
※７月末日まで有効

読者
サービス

読者
サービス

（ ）

住所：小田原６丁目 1-28　TEL：022-215-5444　
営業時間：17 時～ 23 時　 定休日：日曜日

住所：宮町２丁目 3-31　TEL：022-225-4521　
営業時間 :10 時～ 19 時　　定休日 : 第３日曜日

住所：宮町２丁目２-17　 TEL：022-265-6731　 営業時間：20 時～ 25 時　 定休日 ：不定休
●夏メニュー　セット料金 2,100 円

テーマ：「宮町～新しいつながり～」

東六地区に、新しい音楽イベントが誕生

宮町こんこんコンサート
東六地区音楽祭 

　『東六小の桜と音楽を愛でる会』に出演した音
楽家たちが立ち上げた、
地域ゆかりの音楽家による地域住民のための地域
クラシックコンサートです。

　「クラシックは敷居が高い」と思われがちですが、耳慣
れた有名曲の演奏をメインに、プログラムに関する豆知識
なども織り交ぜながら構成しますので、気軽にお楽しみい
ただけます。お子様連れも大歓迎です。
　記念すべき第一回のテーマは「宮町～新しいつながり～」
です。地域の核である小学校で、生演奏を楽しむという共
通の経験を通して、従来からお住まいの方はもちろんのこ
と、東日本大震災後に新しく住民になられた方々との新た
な交流が生まれることを期待しています。
　当日、会場には東六地区紹介コーナーを設ける予定です。
防災防犯への取り組みはもちろんのこと、四季折々の風景

やお祭りの様子、地域内の特色
ある活動などをパネルで展示し
ます。参加型の『ここがおすす
め！！宮町マップ』や演奏終了
後の交流スペース『宮町茶屋』
なども企画中です。
　お誘い合わせて是非ご来場く
ださい。

入場無料
13:30 開場　
14:00~16:00
仙台市立東六番丁小学校 体育館
主催：お！宮町地域情報編集局（東六地区連合町内会）

　　　東六地区音楽祭実行委員会

　今回のプログラムには、皆さんが聴いた
ことのある作品を多く取り入れました。

今年はフランスの作曲家、クロード・ド
ビュッシーの生誕 150 年の記念の年で
もありますので、彼の作品もいくつか選
曲しています。

美しいけれど不思議に響く
ドビュッシーの音楽

　他にも「浜辺の歌」などの子どもの頃
に歌った懐かしい曲や、どこか聴いた
ことのあるオペラのアリア、フルート 3
本のアンサンブル曲など、色とりどりの
内容で準備を進めています。
　演奏する曲が作曲された背景やその作
曲家のエピソード、楽器の仕組みのお話
なども併せて紹介していきたいと思いま
すので、今までとは違った視点で演奏を
楽しんでいただければうれしいです。

　 Special Guest　芦澤 暁男　フルート
台原小学校時代は仙台少年少女合唱隊に在籍。小６
からフルートを始める。東京音楽大学を卒業後、読
売日本交響楽団の小泉剛氏に師事。1990 年仙台フィ
ルに入団。常盤木学園高等学校音楽科非常勤講師な
ども務める。1963 年神奈川県鎌倉市生まれ。

　  仙台市立東六番丁小学校スクールバンド有志
　
　 ちーむ ぎゃっぱーず
　 内出 京子　フルート　元東六小保護者
　 太田 和美　フルート　東六小在校生保護者
　 針生 奏子　ピアノ　東六小卒業生
　 鳴海 友美　声楽　実家が東六学区内

フ
ル
ー
ト
は
リ
コ
ー
ダ
ー
か

ら
生
ま
れ
た
！

　み
な
さ
ん
は

小
学
校
の
音

楽
の
時
間
に
リ

コ
ー
ダ
ー
で
合

奏
し
た
り
し
ま

し
た
よ
ね
？

　

　リ
コ
ー
ダ
ー

は
と
て
も
古
く
か
ら
あ
る
楽
器

で
、
今
か
ら
4
0
0
年
ほ
ど
昔

の
バ
ロ
ッ
ク
時
代
に
は
ほ
ぼ
現
在

の
形
に
な
り
「
フ
ラ
ウ
ト
・
ド

ル
チ
ェ
」（
伊
）
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
単
に
「
フ
ラ
ウ
ト
（
フ

ル
ー
ト
）」
と
い
う
と
、
当
時
は

リ
コ
ー
ダ
ー
の
事
を
指
し
た
の
で

す
。 

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
が

「
フ
ラ
ウ
ト
・
ト
ラ
ヴ
ェ
ル
ソ
」。

ト
ラ
ヴ
ェ
ル
ソ
と
は
イ
タ
リ
ア
語

で
「
横
向
き
の
」
と
い
う
意
味
で
、

こ
れ
が
現
在
の
フ
ル
ー
ト
の
形
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
笛
の
主
流
は
横
向
き

の
フ
ル
ー
ト
へ
と
代
わ
っ
て
、
リ

コ
ー
ダ
ー
は
衰
退
し
て
い
っ
て
し

ま
う
わ
け
で
す
が
、
20
世
紀
の
は

じ
め
に
古
楽
器
の
復
興
と
い
う
こ

と
で
イ
ギ
リ
ス
に
て
復
元
さ
れ
ま

し
た
。
割
と
易
し
く
音
を
出
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
ド
イ
ツ
や
日

本
で
は
教
育
用
の
楽
器
と
し
て
広

す
ぎ
る
ま
で
に
普
及
し
て
い
ま
す

が
、
深
い
歴
史
を
持
っ
た
素
晴
ら

し
い
楽
器
な
の
で
す
。

　J
・
S
バ
ッ
ハ
の
フ
ル
ー
ト
ソ

ナ
タ
な
ど
、
フ
ル
ー
ト
の
曲
を
リ

コ
ー
ダ
ー
で
演
奏
し
て
い
る
Ｃ
Ｄ

な
ど
も
発
売
さ
れ
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
聴
い
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
！

Message from Gappers

Sun

9
23

Music column

演奏家のみなさんからメッセージが
届きました♪

音
楽
コ
ラ
ム

混々 ( こんこん )：混んで賑わう
根々 ( こんこん )：地域に根差した
come come（こんこん )：たくさんの方に来てほしい

〈青葉区被災者交流活動助成事業〉
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空
堀
丁(

か
ら
ほ
り
ち
ょ
う)

の
町
名
の
由
来 

　
ね
ー
ね
ー
浄
圓
房

さ
ん
、
空
堀
町
っ
て

名
前
は
ど
う
し
て
つ

い
た
の
？

　
は
い
は
い

承
知
し
た
。

　
伊
達
政
宗
公
が
仙
台
の
町
割
り
を

し
た
の
は
1
6
0
4
年
の
こ
と
。

空
堀
丁
は
、
南
は
花
京
院
通
か
ら
北

は
二
本
杉
通
の
南
端
に
続
く
丁
で
、

寛
文
年
間
︵
1
6
6
1
～
7
3
︶

に
造
成
さ
れ
中
位
の
侍
が
住
ん
で
い

た
屋
敷
の
丁
︵
町
︶
だ
っ
た
。

　
政
宗
公
が
仙
台
の
町
割
り
の
次

に
、
仙
台
城
下
に
縦
横
無
尽
に
水
路

を
掘
り
め
ぐ
ら
し
た
。
仙
台
の
西
北

の
方
向
、
広
瀬
川
上
流
の
郷
六
の
地

に
あ
る
四
谷
堰
か
ら
水
を
引
き
、
途

中
ト
ン
ネ
ル
を
潜
り
通
っ
て
城
下
に

流
し
た
。
四
谷
堰
か
ら
水
を
引
い
た

の
で
「
四
谷
用
水
」
の
名
が
あ
る
。

　
こ
の
水
は
多
目
的
に
街
で
利
用
さ

れ
た
。
洗
濯
、
防
火
用
水
、
池
な
ど

に
な
。
殆
ど
の
堀
は
道
路
に
沿
っ
て

流
れ
、
道
路
の
セ
ン
タ
ー
に
水
路
が

通
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

今
で
も
雪
の
多
い
と
こ
ろ
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
道
路
の
側
溝
の
よ
う
な

役
目
も
あ
り
、
大
雨
の
時
な
ど
は
増

水
し
て
所
々
で
溢
れ
た
。
そ
こ
で
考

え
ら
れ
た
対
策
は
、
空
堀
を
掘
り
増

水
し
た
と
き
は
空
堀
の
水
門
を
開

き
、
水
を
空
堀
に
流
し
溢
れ
な
い
よ

う
に
し
た
。
こ
ん
な
理
由
で
空
堀
が

作
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
。

　
そ
し
て
の
う
、

仙
台
の
町
が
雨

や
雪
解
け
の
頃

に
は
排
水
が
悪

く
、
す
ぐ
に
泥

ん
こ
に
な
り
、
し
か
も
天
気
が
回
復

し
て
い
っ
た
ん
乾
燥
す
る
と
、
土

埃
が
舞
い
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
ん

じ
ゃ
。
17
世
紀
末
に
空
堀
が
作
ら

れ
た
の
は
こ
う
し
た
状
況
を
少
し

で
も
改
善
す
る
目
的
も
あ
っ
た
わ

け
じ
ゃ
。
そ
し
て
、
そ
の
町
名
が

空
堀
丁
と
な
っ
た
。
一
説
に
は
こ

の
堀
が
土
地
の
自
然
の
隆
起
で
空

堀
に
な
っ
た
た
め
、
こ
の
名
で
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
言
わ

れ
て
お
る
。︵
乾
堀
町
と
も
表
す
こ

と
が
あ
っ
た
ら
し
い
︶

　 

す
ご
ー
い
！

　
政
宗
公
は
生
活
用

水
や
排
水
な
ど
、
今

に
通
じ
る
仕
事
を
し

た
ん
だ
ね
。

 

そ
う
な
ん
じ
ゃ
！

 

そ
れ
に
し
て
も
、
先
人
の
考
え
に

は
驚
か
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
う
。

伊
達
政
宗
公
は
米
沢
に
城
下
町
を
築

き
、
大
崎
地
方
の
豪
族
を
鎮
圧
す

る
た
め

に
岩
出

山
に
出

城
を
一

時
的
に

つ
く
り
、

最
後
に

は
仙
台

に
移
り

住
ん
だ
。
米
沢
に
も
水
路
を
掘
り
利

用
し
岩
出
山
町
に
も
堀
が
作
ら
れ
た

そ
う
で
あ
る
。
町
作
り
に
は
水
路
と

排
水
は
必
須
の
も
の
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
の
う
。

︽
浄じ
ょ
う
え
ん
ぼ
う

圓
房
さ
ん
と
は
︾

　
延え
ん
じ
ゅ
い
ん

寿
院
境
内
の
浄
圓
堂
に
お
ら
れ

る
「
浄
圓
房
大
権
現
」
で
あ
る
。

　
浄
圓
房
さ
ん
は
東
照
宮
の
別
当
に

い
た
僧
侶
で
、羽は
ぐ
ろ黒
の
行
者
と
な
り
、

韋
駄
天
の
ご
と
き
走
力
を
得
、
麦
飯

を
釜
に
か
け
て
、
そ
れ
が
炊
き
あ
が

ら
な
い
う
ち
に
出
羽
の
羽
黒
山
へ
往

復
し
た
と
い
う
。︵

文
・
取
材
／
千
葉
富
士
男

イ
ラ
ス
ト
／
が
ん
じ
ー
︶

　
こ
の
度

私
は
３
期

６
年
間
の

間
そ
の
任

に
あ
っ
た

東
六
地
区

連
合
町
内

会
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
私
は
連
合
町
内
会
の
役
割
は
26
町
内
会
を
ま

と
め
上
げ
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
を
図
る
防
災
・

防
犯
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
住
民
参
加
型
の
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
地
域
も
活
気
が
あ
っ

て
、
こ
こ
は
住
み
よ
い
と
こ
ろ
だ
な
あ
、
と
感

じ
ら
れ
る
街
づ
く
り
を
重
要
な
役
割
と
考
え
努

め
て
参
り
ま
し
た
。ま
た
、当
地
区
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
次
の
時
代
を
担
う
で
あ
ろ
う
東
六
小
学

校
児
童
た
ち
の
教
育
環
境
や
郷
土
愛
等
の
向
上

も
大
事
な
こ
と
と
考
え
、
渡
部
校
長
先
生
を
は

じ
め
と
す
る
東
六
小
と
の
親
密
な
関
係
作
り
に

も
配
慮
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
住
民
と
の
地
域
情
報
共
有
の
有
効
性

に
着
目
し
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
編
集

委
員
会
を
設
け
、
全
８
頁
カ
ラ
ー
印
刷
の
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
0
3
8
P
R
E
S
S
︵
お
み

や
プ
レ
ス
︶
を
発
行
。
全
戸
無
料
配
布
を
実
施

し
て
、
創
刊
準
備
号
を
含
め
て
今
回
で
６
回
を

数
え
着
実
に
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
成
果
判
定
の
客
観
的
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
以
前
と
比
べ
て
進
展
し
て
い
る
と
す
れ
ば

︵
そ
う
信
じ
て
い
ま
す
が
︶、
連
町
役
員
を
は
じ

め
関
係
者
の
協
力
の
賜
物
で
あ
る
と
共
に
、
地

域
が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
リ
テ
ィ
の
素
晴
ら
し
さ

に
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
緻
密
な
企
画
力
の
あ
る
今
泉
新
会
長

の
も
と
、
地
域
も
連
町
も
益
々
発
展
す
る
こ
と

を
祈
念
し
、
深
い
感
謝
と
御
礼
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
平
成
24

年
度
、
東

六
地
区
連

合
町
内
会

総
会
に
お

い
て
新
し

く
会
長
に

就
任
致
し
ま
し
た
今
泉
清
二
と
申
し
ま

す
。
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
さ
て
、
東
六
地
区
は
住
民
同
士
の
つ
な
が
り

や
助
け
合
い
の
精
神
を
忘
れ
な
い
よ
う
活
動
し

て
い
ま
す
。
各
町
内
会
長
さ
ん
や
関
係
協
力
団

体
の
代
表
と
共
に
地
域
全
体
で
問
題
点
や
住
民

の
意
思
を
確
認
し
な
が
ら
住
民
の
皆
様
の
意
見

を
集
約
し
行
政
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
連
合
町
内
会
の
活
動
は
、
い
ず
れ
も
私
た

ち
の
生
活
に
密
接
に
関
連
し
た
も
の
が
多
く
、

内
容
も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
東
六
小
の
桜

と
音
楽
を
愛
で
る
会
・
東
六
夏
ま
つ
り
︵
万

燈
会
︶・
学
区
民
運
動
会
、
他
多
く
の
活
動
は

適
宜
0
3
8
P
R
E
S
S
︵
お
み
や
プ
レ
ス
︶

等
を
通
じ
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
活
動
内
容
を
よ
り
多
く
の
皆
様
に
知
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
さ
ら
に
内
容
を
充
実
し
て
ゆ
く

所
存
で
す
。

　
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
。
い
つ
か
住
ん
で
み

た
い
。
住
ん
で
良
し
訪
れ
て
良
し
の
街
　
東
六

地
区
　
そ
ん
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
街
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
と
共
に
歩
ん
で
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

東
六
地
区
連
合
町
内
会
会
長

　ご
あ
い
さ
つ

「お宮町　フラワー・イノベーション」が始動

3.11 東日本大震災の際の連合町内会の活動を国際会議に出展します

世界防災閣僚会議 in 東北～サイドイベント

■展示
＜ 2 階通路＞

7/3( 火 )　9:30~18:30
7/4( 水 )　9:30~18:00

活動を紹介する写真の展示と資料の配布

■シンポジウム
＜小会議室 4 ＞
7/3( 火 )　12:30~13:30

地域のかたち～仙台市東六地区連合町内会の準備、対応、再設計
【パネラー】海老一朗 前東六連合町内会長、渡部力東六小校長、菅野直子元東六小ＰＴＡ会長
【コーディネーター】今西肇　東北工業大学工学部都市マネジメント学科　教授

仙台国際センター
（写真提供：仙台市観光交流課）

■展示とシンポジウムの傍聴はどなたでもできます。ふるってご来場下さい。

2012年7月3日(火)～4日(水)　仙台国際センター

＊拠点は東六・北六小学校と五城中学校＊
　文部科学省と厚生労働省が推進する、学びを通した被災地
の地域コミュニティ再生支援事業。
　平成 24 年度実証的共同研究として、本誌の編集委員と地
域の方々が中心となった「お宮町フラワー・イノベーション
実行委員会」の提案が見事に採択されました。
　東六番丁小学校・北六番丁小学校・五城中学校の３校を拠

点に、宮町エリアにお住
まいの皆様が連携し、地
域の資源や歴史を活かし
ながら、ともに元気にな
れる「まちの活性化計画」
です。

海老 一朗 前会長今泉 清二 新会長

＊学校に畑を作り、四季折々の花を栽培＊

＊七夕や秋祭りで、育てた花が街を彩る＊

　事業のタイトルは「お宮町　フラワー・イノベーション」。
まずは街を彩る「花」を育てましょう！というところからス
タートします。
　活動の中心となるのは児童・生徒。五城中学校区に住む子
どもたちです。東六番丁小学校・北六番丁小学校・五城中学
校内に畑を作り、授業や校内活動の一環として「農業のプロ」
の指導を受けながら、地域の方々と一緒に四季折々の「花」
を育てていきます。

　 活 動 を 通 じ て 理 科 の
授業で習う「植物」への
理 解 を さ ら に 深 め て も
らうとともに、「命」を
育む大切さを体感・体験
できるよう、各方面の専
門 家 か ら の ア ド バ イ ス
もいただきます。

　子どもたちと地域の皆様が一緒に育てた「花」は、七夕や
秋祭りなどの催事、学校での行事や式典の際にお宮町を彩り
ます。そこで必要なのが宮町商店街や町内会の皆様との連携
です。活動の中で子どもたちの「学び」を深めていく一方、「ま
ちを元気にする」ための様々な担い手の発掘・育成、情報の
共有化なども同時に進めていきます。
　「子どもたちを中心に、お宮町が元気になる。」今回の計画
の目的は、その一文に集約されます。また、この活動を通じ
て地域の絆が強まり、「地域の防災活動」などにもつながっ
ていくものと考えています。

　 子 ど も た ち が 育 て た
「花」がお宮町全体に広

がる様子は、新たな地域
ニュースを生み出す基盤
にもなります。子どもた
ちはもちろん、お宮町に
住む皆様にもこの事業を
楽 し ん で い た だ け る よ
う、本誌もお手伝いした
いと考えています。

　来る７月３日～４日に仙台国際センターで開催される世界防災閣
僚会議。東六地区連合町内会がその世界会議のサイドイベントに出
展することが決まりました。連合町内会としての出展は極めて異例
のことです。

　昨年の大震災後の避難所運営など、東六地区の素晴らしい取り組
みは日本中から大きな注目を集めました。今回の国際会議では、長
年にわたって取り組んできた地域防災に対する考え方や、まちづく
りについて世界に向けて発表いたします。是非ご来場ください。
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空
堀
丁(

か
ら
ほ
り
ち
ょ
う)

の
町
名
の
由
来 

　
ね
ー
ね
ー
浄
圓
房

さ
ん
、
空
堀
町
っ
て

名
前
は
ど
う
し
て
つ

い
た
の
？

　
は
い
は
い

承
知
し
た
。

　
伊
達
政
宗
公
が
仙
台
の
町
割
り
を

し
た
の
は
1
6
0
4
年
の
こ
と
。

空
堀
丁
は
、
南
は
花
京
院
通
か
ら
北

は
二
本
杉
通
の
南
端
に
続
く
丁
で
、

寛
文
年
間
︵
1
6
6
1
～
7
3
︶

に
造
成
さ
れ
中
位
の
侍
が
住
ん
で
い

た
屋
敷
の
丁
︵
町
︶
だ
っ
た
。

　
政
宗
公
が
仙
台
の
町
割
り
の
次

に
、
仙
台
城
下
に
縦
横
無
尽
に
水
路

を
掘
り
め
ぐ
ら
し
た
。
仙
台
の
西
北

の
方
向
、
広
瀬
川
上
流
の
郷
六
の
地

に
あ
る
四
谷
堰
か
ら
水
を
引
き
、
途

中
ト
ン
ネ
ル
を
潜
り
通
っ
て
城
下
に

流
し
た
。
四
谷
堰
か
ら
水
を
引
い
た

の
で
「
四
谷
用
水
」
の
名
が
あ
る
。

　
こ
の
水
は
多
目
的
に
街
で
利
用
さ

れ
た
。
洗
濯
、
防
火
用
水
、
池
な
ど

に
な
。
殆
ど
の
堀
は
道
路
に
沿
っ
て

流
れ
、
道
路
の
セ
ン
タ
ー
に
水
路
が

通
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

今
で
も
雪
の
多
い
と
こ
ろ
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
道
路
の
側
溝
の
よ
う
な

役
目
も
あ
り
、
大
雨
の
時
な
ど
は
増

水
し
て
所
々
で
溢
れ
た
。
そ
こ
で
考

え
ら
れ
た
対
策
は
、
空
堀
を
掘
り
増

水
し
た
と
き
は
空
堀
の
水
門
を
開

き
、
水
を
空
堀
に
流
し
溢
れ
な
い
よ

う
に
し
た
。
こ
ん
な
理
由
で
空
堀
が

作
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
。

　
そ
し
て
の
う
、

仙
台
の
町
が
雨

や
雪
解
け
の
頃

に
は
排
水
が
悪

く
、
す
ぐ
に
泥

ん
こ
に
な
り
、
し
か
も
天
気
が
回
復

し
て
い
っ
た
ん
乾
燥
す
る
と
、
土

埃
が
舞
い
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
ん

じ
ゃ
。
17
世
紀
末
に
空
堀
が
作
ら

れ
た
の
は
こ
う
し
た
状
況
を
少
し

で
も
改
善
す
る
目
的
も
あ
っ
た
わ

け
じ
ゃ
。
そ
し
て
、
そ
の
町
名
が

空
堀
丁
と
な
っ
た
。
一
説
に
は
こ

の
堀
が
土
地
の
自
然
の
隆
起
で
空

堀
に
な
っ
た
た
め
、
こ
の
名
で
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
言
わ

れ
て
お
る
。︵
乾
堀
町
と
も
表
す
こ

と
が
あ
っ
た
ら
し
い
︶

　 

す
ご
ー
い
！

　
政
宗
公
は
生
活
用

水
や
排
水
な
ど
、
今

に
通
じ
る
仕
事
を
し

た
ん
だ
ね
。

 

そ
う
な
ん
じ
ゃ
！

 

そ
れ
に
し
て
も
、
先
人
の
考
え
に

は
驚
か
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
う
。

伊
達
政
宗
公
は
米
沢
に
城
下
町
を
築

き
、
大
崎
地
方
の
豪
族
を
鎮
圧
す

る
た
め

に
岩
出

山
に
出

城
を
一

時
的
に

つ
く
り
、

最
後
に

は
仙
台

に
移
り

住
ん
だ
。
米
沢
に
も
水
路
を
掘
り
利

用
し
岩
出
山
町
に
も
堀
が
作
ら
れ
た

そ
う
で
あ
る
。
町
作
り
に
は
水
路
と

排
水
は
必
須
の
も
の
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
の
う
。

︽
浄じ
ょ
う
え
ん
ぼ
う

圓
房
さ
ん
と
は
︾

　
延え
ん
じ
ゅ
い
ん

寿
院
境
内
の
浄
圓
堂
に
お
ら
れ

る
「
浄
圓
房
大
権
現
」
で
あ
る
。

　
浄
圓
房
さ
ん
は
東
照
宮
の
別
当
に

い
た
僧
侶
で
、羽は
ぐ
ろ黒
の
行
者
と
な
り
、

韋
駄
天
の
ご
と
き
走
力
を
得
、
麦
飯

を
釜
に
か
け
て
、
そ
れ
が
炊
き
あ
が

ら
な
い
う
ち
に
出
羽
の
羽
黒
山
へ
往

復
し
た
と
い
う
。︵

文
・
取
材
／
千
葉
富
士
男

イ
ラ
ス
ト
／
が
ん
じ
ー
︶

　
こ
の
度

私
は
３
期

６
年
間
の

間
そ
の
任

に
あ
っ
た

東
六
地
区

連
合
町
内

会
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
私
は
連
合
町
内
会
の
役
割
は
26
町
内
会
を
ま

と
め
上
げ
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
を
図
る
防
災
・

防
犯
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
住
民
参
加
型
の
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
地
域
も
活
気
が
あ
っ

て
、
こ
こ
は
住
み
よ
い
と
こ
ろ
だ
な
あ
、
と
感

じ
ら
れ
る
街
づ
く
り
を
重
要
な
役
割
と
考
え
努

め
て
参
り
ま
し
た
。ま
た
、当
地
区
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
次
の
時
代
を
担
う
で
あ
ろ
う
東
六
小
学

校
児
童
た
ち
の
教
育
環
境
や
郷
土
愛
等
の
向
上

も
大
事
な
こ
と
と
考
え
、
渡
部
校
長
先
生
を
は

じ
め
と
す
る
東
六
小
と
の
親
密
な
関
係
作
り
に

も
配
慮
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
住
民
と
の
地
域
情
報
共
有
の
有
効
性

に
着
目
し
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
編
集

委
員
会
を
設
け
、
全
８
頁
カ
ラ
ー
印
刷
の
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
0
3
8
P
R
E
S
S
︵
お
み

や
プ
レ
ス
︶
を
発
行
。
全
戸
無
料
配
布
を
実
施

し
て
、
創
刊
準
備
号
を
含
め
て
今
回
で
６
回
を

数
え
着
実
に
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
成
果
判
定
の
客
観
的
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
以
前
と
比
べ
て
進
展
し
て
い
る
と
す
れ
ば

︵
そ
う
信
じ
て
い
ま
す
が
︶、
連
町
役
員
を
は
じ

め
関
係
者
の
協
力
の
賜
物
で
あ
る
と
共
に
、
地

域
が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
リ
テ
ィ
の
素
晴
ら
し
さ

に
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
緻
密
な
企
画
力
の
あ
る
今
泉
新
会
長

の
も
と
、
地
域
も
連
町
も
益
々
発
展
す
る
こ
と

を
祈
念
し
、
深
い
感
謝
と
御
礼
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
平
成
24

年
度
、
東

六
地
区
連

合
町
内
会

総
会
に
お

い
て
新
し

く
会
長
に

就
任
致
し
ま
し
た
今
泉
清
二
と
申
し
ま

す
。
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
さ
て
、
東
六
地
区
は
住
民
同
士
の
つ
な
が
り

や
助
け
合
い
の
精
神
を
忘
れ
な
い
よ
う
活
動
し

て
い
ま
す
。
各
町
内
会
長
さ
ん
や
関
係
協
力
団

体
の
代
表
と
共
に
地
域
全
体
で
問
題
点
や
住
民

の
意
思
を
確
認
し
な
が
ら
住
民
の
皆
様
の
意
見

を
集
約
し
行
政
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
連
合
町
内
会
の
活
動
は
、
い
ず
れ
も
私
た

ち
の
生
活
に
密
接
に
関
連
し
た
も
の
が
多
く
、

内
容
も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
東
六
小
の
桜

と
音
楽
を
愛
で
る
会
・
東
六
夏
ま
つ
り
︵
万

燈
会
︶・
学
区
民
運
動
会
、
他
多
く
の
活
動
は

適
宜
0
3
8
P
R
E
S
S
︵
お
み
や
プ
レ
ス
︶

等
を
通
じ
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
活
動
内
容
を
よ
り
多
く
の
皆
様
に
知
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
さ
ら
に
内
容
を
充
実
し
て
ゆ
く

所
存
で
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「お宮町　フラワー・イノベーション」が始動

3.11 東日本大震災の際の連合町内会の活動を国際会議に出展します

世界防災閣僚会議 in 東北～サイドイベント

■展示
＜ 2 階通路＞

7/3( 火 )　9:30~18:30
7/4( 水 )　9:30~18:00

活動を紹介する写真の展示と資料の配布

■シンポジウム
＜小会議室 4 ＞
7/3( 火 )　12:30~13:30

地域のかたち～仙台市東六地区連合町内会の準備、対応、再設計
【パネラー】海老一朗 前東六連合町内会長、渡部力東六小校長、菅野直子元東六小ＰＴＡ会長
【コーディネーター】今西肇　東北工業大学工学部都市マネジメント学科　教授

仙台国際センター
（写真提供：仙台市観光交流課）

■展示とシンポジウムの傍聴はどなたでもできます。ふるってご来場下さい。

2012年7月3日(火)～4日(水)　仙台国際センター

＊拠点は東六・北六小学校と五城中学校＊
　文部科学省と厚生労働省が推進する、学びを通した被災地
の地域コミュニティ再生支援事業。
　平成 24 年度実証的共同研究として、本誌の編集委員と地
域の方々が中心となった「お宮町フラワー・イノベーション
実行委員会」の提案が見事に採択されました。
　東六番丁小学校・北六番丁小学校・五城中学校の３校を拠

点に、宮町エリアにお住
まいの皆様が連携し、地
域の資源や歴史を活かし
ながら、ともに元気にな
れる「まちの活性化計画」
です。

海老 一朗 前会長今泉 清二 新会長

＊学校に畑を作り、四季折々の花を栽培＊

＊七夕や秋祭りで、育てた花が街を彩る＊

　事業のタイトルは「お宮町　フラワー・イノベーション」。
まずは街を彩る「花」を育てましょう！というところからス
タートします。
　活動の中心となるのは児童・生徒。五城中学校区に住む子
どもたちです。東六番丁小学校・北六番丁小学校・五城中学
校内に畑を作り、授業や校内活動の一環として「農業のプロ」
の指導を受けながら、地域の方々と一緒に四季折々の「花」
を育てていきます。

　 活 動 を 通 じ て 理 科 の
授業で習う「植物」への
理 解 を さ ら に 深 め て も
らうとともに、「命」を
育む大切さを体感・体験
できるよう、各方面の専
門 家 か ら の ア ド バ イ ス
もいただきます。

　子どもたちと地域の皆様が一緒に育てた「花」は、七夕や
秋祭りなどの催事、学校での行事や式典の際にお宮町を彩り
ます。そこで必要なのが宮町商店街や町内会の皆様との連携
です。活動の中で子どもたちの「学び」を深めていく一方、「ま
ちを元気にする」ための様々な担い手の発掘・育成、情報の
共有化なども同時に進めていきます。
　「子どもたちを中心に、お宮町が元気になる。」今回の計画
の目的は、その一文に集約されます。また、この活動を通じ
て地域の絆が強まり、「地域の防災活動」などにもつながっ
ていくものと考えています。

　 子 ど も た ち が 育 て た
「花」がお宮町全体に広

がる様子は、新たな地域
ニュースを生み出す基盤
にもなります。子どもた
ちはもちろん、お宮町に
住む皆様にもこの事業を
楽 し ん で い た だ け る よ
う、本誌もお手伝いした
いと考えています。

　来る７月３日～４日に仙台国際センターで開催される世界防災閣
僚会議。東六地区連合町内会がその世界会議のサイドイベントに出
展することが決まりました。連合町内会としての出展は極めて異例
のことです。

　昨年の大震災後の避難所運営など、東六地区の素晴らしい取り組
みは日本中から大きな注目を集めました。今回の国際会議では、長
年にわたって取り組んできた地域防災に対する考え方や、まちづく
りについて世界に向けて発表いたします。是非ご来場ください。



お！宮町地域情報編集局
  Tel : 022-225-7211(代)　Email : ohmiyamachi@gmail.com
〒 980 - 8701
   仙台市青葉区上杉 1 - 5 - 1 青葉区まちづくり推進課内　

主筆／海老一朗　　編集長／千葉富士男
編集委員／加藤久枝、鹿野恵美子、加納実、菊池ゆう子、木村くみ、佐藤広行、佐藤正則、佐藤靖、宍戸俊彦、永田良治、南部正人、針生一平、
　　　　　針生英一、針生奏子、三岡昭博（50音順）　顧問／今泉清二
歴史顧問／伊勢民夫　　アドバイザー／内海睦夫　　イラスト／がんじー　　デザイン／星瑞枝　　協力／東北工業大学　ライフデザイン学部

　お宮町の昔の写真や逸話など、この町の情報を募集いたし
ております。 情報をお持ちの方、取材の要望などがござい
ましたら、右の宛先までご連絡ください。

編集局からのお願い

編集メンバー  

学校行事予定 (2012 年 7 ～ 9 月 ) * なお、6 月上旬での予定のため、変更になる可能性もあります。ご了承下さい
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◇東六番丁小学校
7 月 11 日（水） 7:50  ～ 8:20 故郷復興プロジェクト第 2 弾 東六番丁小学校校門前

7 月 18 日（水） 13:30 ～ 14:15 ＰＴＡとの大掃除 東六番丁小学校校舎内

7 月 24 日（火）  9:35 ～ 11:30 わかなまつり（児童会のおまつり） 東六番丁小学校教室・体育館

8 月 11 日（土） 17:00 ～ 20:00 第 61 回東六夏まつり 東六番丁小学校校庭

9 月 13 日（木）  9:00 ～ 14:30 第 2・4 地区陸上記録会 仙台市陸上競技場

9 月 19 日（水）  8:45 ～ 13:30 東六の日（一日自由参観日） 東六番丁小学校各教室等

9 月 23 日（日） 14:00 ～ 16:00 東六地区音楽会ー宮町こんこんコンサートー 東六番丁小学校体育館

◇五城中学校
7 月 10 日（火） 10:40 ～ 校内合唱コンクール 広瀬文化センター

7 月 21 日～ 8 月 25 日 夏休み

9 月 8 日（土） 9:00 ～ 文化発表会 本校体育館

◇北六番丁小学校
7 月 18 日（水） 手作り遊び大会 体育

7 月 21 日 ～ 8 月 25 日 夏休み

9 月 1 日（土） 2 日（日） 学校に泊まる会 北六おやじの会

◇常盤木学園高等学校
7 月 29 日（日） 第 1 回オープンスクール（中三生・保護者対象）

9 月 1 日 （土） 9:00 ～ 学園祭（一般公開）

9 月 14 日（金） 18:00 ～ 音楽科演奏会（電力ホール　入場料￥500）

SPECIAL THANKS　ご協賛へ感謝を込めて

この情報誌は、地域の情報発信と共有を通じ、地域活性化につなげることを目的としたフリーペーパーです。この趣旨に賛同いただき、より多くの
企業や団体、個人の皆様がご協賛を通じて事業を支えてくださいますよう、お願い申し上げます。

アエル株式会社 様
仙台市青葉区中央 1 丁目 3 - 1

TEL : 022 - 723 - 8000

協同組合みやぎ 
マルチメディア・マジック様

積水ハウス（株）仙台支社 様
仙台市青葉区一番町 4 丁目 6-1　

仙台第一生命タワービルディング 5F
TEL : 022 - 722- 3640
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去る６月２日～３日にべルサンピ
ア宮城にて開催された 2012 ザバ
スカップ全日本リトルリーグ野球
選手権東北連盟大会において、北
六バッファローズが東北各地の強
敵を退けて見事優勝し、二年連続
九度目の全日本リトルリーグ野球
選手権大会出場の栄冠に輝きまし
た。おめでとうございます！

ザバス杯
第４６回全日本リトルリーグ
野球選手権東北大会

仙台東リーグ
　北六バッファローズが

優勝！


